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第２３回世界スカウトジャンボリー大会参加者における 

侵襲性髄膜炎菌感染症の発生について 

 

本年７月２８日〜８月８日に山口県において開催された世界スカウト機構主催第

２３回世界スカウトジャンボリー大会にスコットランドから参加した者が、帰国後に

髄膜炎菌感染症と診断され入院中である旨、スコットランド当局から厚生労働省に情

報提供があり、京都府、兵庫県からの参加者が上記患者との濃厚な接触の可能性があ

ったことから、本会より８月１４日付文書をもって開催地の山口県医師会ならびに当

該２府県医師会に対して情報提供しているところです。 

その後、スウェーデンの参加隊からも発病の疑いがあることが判明したことから、

今般、別添のとおり厚生労働省より事務連絡がなされましたので情報提供いたします。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、貴会管下郡市区

医師会、関係医療機関等への周知方ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。 
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第 23 回世界スカウトジャンボリー大会参加者における 

侵襲性髄膜炎菌感染症の発生について（情報提供） 

 

 標記について、公益財団法人ボーイスカウト日本連盟から、別添（写）のとおり発表が

ございましたので、情報提供します。 

 貴課におかれましてもこのことを御承知おきいただくとともに、貴管下医療機関に対し、

本件について周知いただきますようお願いします。 

 

 

参考：「第 23 回世界スカウトジャンボリー」 

URL：http://www.23wsj.jp/assets/info_zuimakuen.pdf 

 

http://www.23wsj.jp/assets/info_zuimakuen.pdf
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大会参加者の髄膜炎菌感染症の発生について 

 

第２３回世界スカウトジャンボリーに参加したＵＫ派遣団の第６６隊（スコ

ットランド）参加者が帰国後に髄膜炎菌感染症と診断され入院中である旨、ス

コットランド当局から厚生労働省に情報提供があり、８月１４日付けでボーイ

スカウト日本連盟へ連絡がありました（２頁参照）。 

 

すでに ISHIZUCHIサブキャンプ内の隣接サイトでキャンプをしていた参加隊

へは兵庫連盟と京都連盟を通じて、また開催県である山口県連盟へは同日にこ

のことをお知らせしています。 

 

８月１８日になり、スウェーデンの参加隊からも発病の疑いがある旨の連絡

がありました。これを踏まえて、髄膜炎菌感染症は感染者と濃厚な接触をしな

ければ伝播しませんが、大会に参加された皆様で、万一体調の変化を感じた際

には、医療機関を受診してください。 

 
髄膜炎菌感染症については、３頁をご覧ください。 

 

 

 

 

この件に関してのお問合せ先 

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 
第 23 回世界スカウトジャンボリーオフィス 

〒113-8517 東京都文京区本郷 1-34-3 
TEL: 03-5805-2569 FAX: 03-5805-2908 

E-mail: 23wsj@scout.or.jp 
ホームページ: http://www.23wsj.jp/ 
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